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PSCによる船舶燃料油のスポットサンプリングに備える 

こちらは、英文記事「Prepare crews for PSC spot sampling of ships’ fuel」（2019 年 5 月 2 日付）の和訳です。 

 

 

2020年 1月 1日以降、ポート・ステー

ト・コントロールが船舶の硫黄分濃度検

証のため燃料油のスポットサンプルを採

取する頻度が大幅に増えることが予想さ

れます。下記のケーススタディが示すよ

うに、不当な罰則・罰金を回避するに

は、船上での適正な作業手順を定めるな

ど、乗組員が注意深く入念に準備してお

くことが極めて重要です。 

 

「乗組員に PSC による燃料油のスポットサンプリングに備えさせてください」。このように助言し

ても、2020 年に施行される世界一律の硫黄分上限の引き下げに既に多くの船主が準備しているこの

時期にあっては、さほど大した助言には思えないかもしれません。燃料油のスポットサンプリングも

従来から実施されていることです。EU の各港と指定排出規制海域（ECA）で含有硫黄分の上限を

0.1%とする規制が発効された後、ポート・ステート・コントロール（PSC）は、使用中の燃料の硫

黄分濃度の主たる検証手段として、燃料油のスポットサンプリングと分析を採用しています。 

 

ECAは地域が限られ影響は限定的でしたが、世界一律の硫黄分濃度 0.5%の上限規制の場合、その対

象となる燃料は、量・種類ともに多岐にわたります。したがって、PSC から船舶燃料油のスポット

サンプリングを要求される頻度は 2020 年 1月 1 日以降大幅に増えると予想されます。船主はこれに

合わせて準備を整えておくべきでしょう。加えて、2020 年 3月 1日から不適合燃料油の輸送を禁止

することを IMO が採択したことも、PSC のサンプリング要求に拍車をかけるものと予想されます。 

 

PSC検査官も誤りを犯す 

 

2020 年の世界一律の硫黄分濃度 0.5%の上限規制の実施にあたり PSC が重要な役割を果たすであろ

うことは確実です。ただ、規制強化を目前に控えて多くの PSC が検査官の訓練・教育に多額の投資

を行っているものの、2020 年 1月 1日から始まる新たな検査業務に関して十分な準備を整えられな

い PSC も出てくる可能性があります。下記の事例は、PSC 検査官も誤りを犯すことがあることを示

すものです。このような誤りが原因で船舶に罰則が科されようとした場合、適正な作業手順を定める

など、乗組員が注意深く入念に準備していたかどうかによって結果に大きな違いが生じることがあり

ます。 
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事例 1 – 署名する前に「細かい文字」を読む 

Gard のある加入船が先頃、EU 域内のある港で、「法律で定められた港湾内の制限値（0.1%）を

上回る硫黄分を含んだ船用燃料油を使用した」として罰金を科されました。サンプルは、その船

の停泊中に燃料油システムから抜き取られたもので、検査結果は採取された燃料の硫黄分濃度が

0.1%を超えていることを示していました。この検査結果は、当該船舶の乗組員にとって全く意外

でした。機関長によると、検査実施時に、補助機関は規制に適合した船舶用ガスオイル（MGO）

で稼働していたとのこと。当該船内の日誌の記録がこの証言を裏付けていました。その記録は、

停泊港の要求に従って MGO への切り替えがきちんと行われたことを示していました。また、

MGO の燃料油記録簿（BDN）も、この MGO の硫黄分が規制上限の 0.1%をはるかに下回ってい

たことを示していました。 

さらに調査を進めたところ、主機用の燃料油供給装置も PSC 検査実施時に稼働していたことが明

らかになりましたが、それは停止後、主機を保護するための手順の一環として再循環モードで稼

働させていたにすぎません。これらのことから、当該船の船主は、検査官が「誤った」燃料油シ

ステムからサンプル採取した可能性が極めて高く、それゆえ問題のサンプルは停泊中に燃焼され

た燃料ではない可能性が濃厚であると結論付けました。当該船の重複燃料サンプルについても検

査が行われた結果、この結論が裏付けられました。サンプル容器の中に入っていた燃料は MGO で

はなく、HFO だったのです。この事例では、PSC 検査官が犯した誤りが原因で罰せられたものと

思われます。 

船主は、さらに調査を行い、PSC 検査官のサンプリング報告書が不完全なものであり、検査され

た重複燃料サンプルとは直接関連していないことに気付きました。この報告書では、サンプル採

取された燃料の質も、サンプル採取の場所も明らかにされておらず、また、サンプル容器に付さ

れた封印の番号も記載されていませんでした。しかし、それとともに、当該船の船長と機関長が

抗議の通告なしに検査官の報告書に署名したことが判明した時点で、船主がこの件について異議

を唱えることは非常に難しくなりました。 

 事例 2 – 百聞は一見に如かず 

同じく EU 域内のある港で発生した別の事例では、定例のポート・ステート・コントロールによる

検査で燃料サンプルが採取されました。先の事例と同じように、このサンプルを試験したところ

その燃料油の硫黄分濃度が 0.1%を上回ったため、当該船に罰金が科されました。この事例では、

当該船が過去 2年間に積み込み、燃焼させたのは規制に適合した超低硫黄燃料油（ULSFO）だけ

であったことを、このメンバーが文書に記録していました。したがい、船主の側からすれば、報

告された濃度の硫黄が自船の燃料油に含まれているわけはないことは明白でした。 

 

PSC による検査が行われている最中に乗組員が写真を撮っていたため、サンプル容器の正確な封

印番号も容易に識別可能であり、船内に保管されていた重複サンプルの場所をすぐに突き止める

ことができました。そして、重複サンプルの容器に入っていたのは、当該船の ULSFO とは全く似

ていない濃い茶色がかった油であることが判明しました。その重複サンプルを試験したところ油
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圧オイルが含まれていることが判明したことから、罰金は取り消されました。この事例では、船

主は、乗組員の注意深い対応と適切な行動により、PSC 検査官の犯した誤りを証明できたので

す。 

 

硫黄分検査 – 留意すべき課題 

 

船舶は、様々な理由により、硫黄分検査の標的にされる可能性があります。例えば、以前違反したこ

とがあるとか、燃料に関して警告を受けたことがある、特定の港で燃料を積み込む予定がある、もし

くは海事局の検査プログラムの一環として、または PSC が設定した全体に占める検査率を達成する

という目的のため無作為に硫黄分検査の対象となる場合があります。 

 

規制への適合を立証する方法 

 

低硫黄燃料油を使用することで 2020 年規制に適合しようと計画している船舶のために、PSC は、船

舶が適合していることを立証する方法として次の 2つを挙げています。 

 

1) 手順、燃料油記録簿（BDN）、日誌の記録の見直し、MARPOL サンプルの分析、燃料油システム

の複数の場所での追加サンプル採取などの方法により、本船の燃料油の硫黄分濃度を検証する。 

 

2) 硫黄検知ドローンのようなリモートセンシング装置や海岸の要所に設置された同様の監視装置を

利用して本船の排出ガス中の硫黄分を測定する。 

 

文書の見直し 

 

MARPOL 条約附属書 VI への適合の大部分は、記録管理により立証されます。したがい、入港に先立

ち MARPOL 条約附属書 VI の証拠書類を完全かつ最新の状態にしておくことが重要です。東京 MOU

による 2018 年の集中的な検査キャンペーンの結果によると、キャンペーン期間中に発見された最も

顕著な不備の一つは BDN がないことでした。MARPOL 条約附属書 VI の第 18.6 規則は、燃料油を船

内に積み込んでから 3年間、BDN を船内に保管するよう定めています。 

 

短期的に、PSC は、燃料中の硫黄分の 0.5%制限要件への適合状況の検証にあたって、船舶実施計画

書（SIP）も考慮するかもしれません。適切に作成された SIP や適合に向けた取り組みに関する明確

な記録を備えた船舶は、その船舶の乗組員と管理者が誠意を持って行動し、完全適合のために合理的

に期待されるあらゆることを実行した事実を PSC に対して証明しやすくなるはずです。ただし、

SIPは義務ではありません。したがって、記載の欠如や誤記載などがあっても、PSC の欠陥指摘は

なされないはずです。 

 

一次的な検査 

 

http://www.tokyo-mou.org/doc/Press%20release%20on%20results%20of%20CIC%20on%20MARPOL%20Annex%20VI-final.pdf
http://www.gard.no/Content/26643626/MEPC1-Circ878_Guidance%20of%20the%20development%20of%20a%20SIP.pdf
http://www.gard.no/Content/26643626/MEPC1-Circ878_Guidance%20of%20the%20development%20of%20a%20SIP.pdf
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PSC の一次検査において、リモートセンシング装置やコンパクトな携帯型燃料油アナライザーの使

用が徐々に普及しそうです。一例を挙げると、デンマークの海上保安管理局は先頃、デンマーク海域

内の船舶の排出ガスを確認するため、硫黄検知ドローンを既に使用していると発表しました。このド

ローンが船舶の排出ガスの煙の中に入ると、燃料油中の硫黄の量を登録し、直ちにそのデータをデン

マーク当局に提供します。これにより、当局は要件を逸脱した船を追跡することができるという仕組

みです。デンマークのオーフス港で実施されたキャンペーンの結果はここからご覧いただけます。 

 

こうした装置を使って得られたデータは参考情報として使用されるものであり、必ずしもこのデータ

だけを証拠として違反認定されるものではありません。しかし、PSC 検査官はこうして入手したデ

ータをさらなる検査を実施するか否かの判断基準にするようになると思われます。 

 

詳細検査 

 

PSC は、上記のデータを基に、さらに詳細に検査を実施するため、燃料試験ラボでの分析用の燃料

油サンプルの提出を求めることがあります。これは、BDN に付随する代表サンプルか、燃料油管と

燃料油タンク（もしくはそのいずれか）から採取される燃料油のスポットサンプルが対象になると考

えられます。 

 

第 18.8.1 規則で義務付けられた MARPOL サンプルが採取されると、船舶側に受領書が渡されるはず

です。PSC の検査中に燃料油管や燃料油タンクからスポットサンプルが採取される場合、当該船の

機関長は、その場に常に立ち会って、サンプルが正しい場所、正しい方法で採取されているか否かを

確認するべきです。また、機関長は、そのサンプルの品質を検査し、各サンプリング容器に適切なラ

ベルが貼付されていることを確認するとともに、そのサンプルを船内に保管するようにしてくださ

い。PSC 検査官は、当該サンプルが採取された場所、サンプリング実施の日時と港、当該船の名称

と IMO 番号、封印の識別の詳細などの情報を報告書に記録することになります。 

 

MARPOL条約附属書 VIに基づく指定サンプリング地点の義務化 

 

MARPOL 条約附属書 VI に含まれる新たな遡及要件（船上でのスポットサンプル採取を容易にするた

めサンプリング地点を指定または必要に応じて調整する）が、2019 年 2月に IMO の汚染防止・対応

小委員会第６回会合（PPR 6）において合意されました。2019 年 5 月に MEPC 74 により承認され

た場合、船舶は、遅くとも IAPP［国際大気汚染防止証書］の最初の更新調査（修正規則の発効後 12

か月後以降に行われる）までに、サンプリング地点を指定し、表示をすることが義務付けられます。 

 

サンプリング場所を指定する際、船主は、PPR 6 で合意された「2019 年版船舶の使用燃料の硫黄含

有量を検証するための船上サンプリングのガイドライン」を考慮すべきです。このガイドラインに強

制力はありませんが、検査官が燃料油の硫黄分を測定する際のサンプリング場所やサンプルの取り扱

いなど、認められたサンプリング方法が記載されています。 

 

https://www.dma.dk/Presse/Nyheder/Sider/_-Sulphur_sniffing-drone-to-patrol-Danish-waters-.aspx
https://www2.mst.dk/Udgiv/publications/2019/01/978-87-7038-023-2.pdf
http://www.imo.org/en/MediaCentre/MeetingSummaries/PPR/Pages/PPR-6th-Session.aspx
http://www.gard.no/Content/27554365/DRAFT_2019Guidelines_for_onboard_sampling_PPR6.pdf
http://www.gard.no/Content/27554365/DRAFT_2019Guidelines_for_onboard_sampling_PPR6.pdf
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船上のスポットサンプルと、船舶に供給された燃料油から採取されたサンプルを区別するため、PPR 

6は、現在 MARPOL サンプルとして知られているものについて、2つの新しい用語を導入すること

で合意しました。すなわち、船舶の燃料油システムから採取されるサンプルには「使用中サンプル

（in-use sample）」、船舶の燃料タンクから採取されるサンプルには「船上サンプル（onboard 

sample）」という用語が当てられます。後者は、新たに採択された「輸送禁止」の順守を検証する

手段として導入されました。PPR 6 はさらに、船舶の燃料タンクから安全にサンプルを採取するた

めに追加のガイドラインが必要であることについても合意しました。 

 

まとめと推奨事項 

 

IMO 内で準備作業が進み、船級協会等からも各種ガイダンスが発行されてはいますが、不確実な部

分が完全に払拭できたわけではなく、船主は 2020 年以降、規制を巡るリスクにさらされることにな

ります。2020 年の燃料価格は全く予想がつきません。船主の多くは、既に困難な経済環境の中での

さらなるコスト上昇を懸念しています。船主にとっては、低硫黄燃料油の入手可能性と新しい燃料ブ

レンドも大きな課題です。燃料間の互換性や一部の新たな燃料の長期的安定性が深刻な安全上の懸念

となっています。排出ガス洗浄装置（スクラバー）に資金を投じている方にとっては、オープンルー

プスクラバーからの洗浄水排出に対する地域の規制の行方も注視しなければなりません。 

 

ただ、船主にとって確実なことが一つだけあります。それは、準備ができているかどうかに関係な

く、PSC は 2020 年 1月 1 日から上限規制の実施を開始するということです。したがって、硫黄分濃

度上限の順守への準備の際には、以下の点に留意してください。 

 

• 船舶の燃料サンプリングの手順を必ず見直してください。 

• その手順に、船舶の燃料油システムについて安全性の面で許容できるサンプリング方法が記

載されていることを確認してください。 

• 機関部員らの訓練を行い、硫黄分検査を担当する検査官が乗船中には常に付き添うことが重

要であることを周知してください。 

• サンプリングに関して IMO が発行している（今後発行されるものを含む）ガイドラインに記

載の推奨事項を実施すべきかどうかを検討してください。欧州海上保安機関（EMSA）の

「硫黄検査ガイダンス」に、船舶検査に対する PSC の考え方や、PSC が硫黄分濃度の順守

状況を確認する方法に関して有益な助言・情報が掲載されています。EMSA のガイダンスの

Section 2.7 が「サンプルの収集と分析」の項目です。 

 

適切な証拠がなければ、争いの際に主張する権利を失う可能性が高いということをご留意ください。 

 

本情報は一般的な情報提供のみを目的としています。発行時において提供する情報の正確性および品質の保証には細心の注意を払っていますが、Gard は本情報に依拠

することによって生じるいかなる種類の損失または損害に対して一切の責任を負いません。 

 

本情報は日本のメンバー、クライアントおよびその他の利害関係者に対するサービスの一環として、ガードジャパン株式会社により英文から和文に翻訳されておりま

す。翻訳の正確性については十分な注意をしておりますが、翻訳された和文は参考上のものであり、すべての点において原文である英文の完全な翻訳であることを証す

るものではありません。したがって、ガードジャパン株式会社は、原文との内容の不一致については、一切責任を負いません。翻訳文についてご不明な点などありまし

たらガードジャパン株式会社までご連絡ください。 

http://www.gard.no/web/updates/content/26939066/beware-of-local-restrictions-before-discharging-washwater-from-exhaust-gas-scrubbing
http://www.gard.no/web/updates/content/26939066/beware-of-local-restrictions-before-discharging-washwater-from-exhaust-gas-scrubbing
http://www.gard.no/web/updates/content/27391956/the-final-countdownthe-2020-sulphur-cap
http://www.gard.no/web/updates/content/27391956/the-final-countdownthe-2020-sulphur-cap
http://www.emsa.europa.eu/news-a-press-centre/external-news/item/2407-sulphur-inspection-guidance.html

